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NRICセ ミナー講演要旨

第 1回 5月 22日

土壌モノリスのデータと分類

Outlinc Of Soil Mon01ith lData Sct

小原 洋 (土壌分類研究室 )
土壌標本をそのままの姿で箱に採取,または樹脂で裏打ちして剥ぎ取った標本を土壌モノリス

と呼ぶ。農環研で現在までに収集 された土壌モノリスは 130点 に達し,他機関から寄贈された
り,海外から収集された土壌モノリスを合わせると200点 あまりになっている。土壌インベン
トリーの一部として,モ ノリス関係のデータの整理を進め,分類名についても検討を進めている。
土壌モノリスのデータでは,地点情報,土壌分類名及び層別の主要理化学性データと共に土壌断

面写真・景観写真・地点位置地図の画像ファイル等を収録している。土壌分類名では,農耕地上

壌分類の他,1998年 に発行された最新の国際的な土壌分類である World Rcfcrence fOr Soil

Resollrcs等についても検討 した。

3aclillrys a177yrOrli9υ eFaclieη sの機能性について

(第 13回オース トラリア植物病理学会参加報告 )

Functional Characteristics Of Bα εノJJzs α
“
ッ:οttg′り傷θた″s

吉田重信 (微生物分類研究室 )

3ασブ〃郷 ″ヴ″ 9夕ψ εたが はグラム陽性の細菌で,イ ネ科植物にも生息している可能性がある細菌

種である。演者らは,本細菌の持つ有用な機能性について,RC-2株 を用いて調べた。その結果 ,

本細菌は各種植物病原糸状菌および細菌の生育を顕著に抑制する抗菌成分を分泌する機能を持つ

ことが明らかとなった。これ ら抗菌成分を単離・精製した結果, 7種類の活性成分が単離され ,

これ らはいずれも環状ペプチ ドのイチュリン誘導体であった。3.α
“
ッ:ο″9νψεた″sがイチユリン

誘導体を分泌するという知見は,初めてであり,以上の成果を昨年のオース トラリア植物病理学

会でポスター発表してきた。本セミナーでは,以上の本細菌の機能性について概説すると共に ,
この機能`性を応用した本細菌の有効活用の可能性についても論 じる。

第 2回 7月 10日

ヤガ科 (チ ョウロ)新害虫 4種の日本本土における発生

Occurrcncc of Follr Ncw Noctuid(Insecta,Lcpidoptera)Pcsts in」 apan Proper

吉松慎一 (昆虫分類研究室 )

亜熱帯・熱帯地域に分布するシο′つた″α属の 1種は日本本土では 1度だけ成虫が採集された記

録があるが,発生記録はなかった。ところが,最近本州のゴルフ場のシバでの本種の発生を確認

した。また,海外では重要害虫であるイラクサギンウワバルた乃ηルsノα″′は我が国では僅かな発

生はあったものの害虫として認識されていなかったが,最近兵庫県内の野菜類での広域な多発生
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を確認した。さらに,2種のクチバ亜科幼虫によるシイタケ菌床の食害を確認した。4種ものヤ

ガ科新害虫が同じ時期に確認されるのは珍しく,その要因は地球温暖化なのか ?はたまた・・
0。

新発生の要因についても少し考察してみたい。

健全イネの葉鞘から分離される細菌について

Bactcrial Strains lsolatcd frolll Lcaf Sheaths of lntact Ricc Plant

篠原弘亮 (微生物分類研究室)

農業環境における微生物インベントリー構築のためには,植物体上に生虐、する微生物の個体群

構造を明らかにすることは重要であると考える。これらの情報が蓄積されることによつて,導入

生物などのリスク評価や環境負荷の低減など様々な微生物の有効活用の基礎となる。現在,イ ネ

に生息する細菌群を明らかにするため研究を進めている。出穂期 lヶ 月前と出穂期の最上位葉鞘

から表生と内生を区別して細菌を分離した。近年,細菌の分類において 16S rDNAの塩基配列が

有効とされているので,分離株の 16S rDNAの シークエンスを行い,これを基にグルーピングを

行った。その結果,イ ネの最上位葉鞘には シ乃ノ″gθ
“
ο″″ 属の細菌が優占的に生虐、していること

が明らかになった。

第 3回 9月 25日

黒ボク土の微量重金属分布

Distribution of Tracc Hca、 γ lyctals in AndOsols

戸上和樹 (土壌分類研究室)

一般に環境中に放出された重金属の一部は,土壌に蓄積され作物をとおして人体に濃縮される

傾向にある。カ ドミウム,水銀など必須元素でない重金属は,ごく微量でも害を与え,さ らに微

量重金属の中には内分泌かく乱物質としての挙動が注目されているものも存在する。このため土

壌中のカ ドミウム,銅などの微量重金属は土壌汚染防止法の規制の対象になっている。一方鉄や

マンガンなどの土壌中に比較的多く存在する重金属は,土壌の酸化 0還元などの土壌生成作用に

より移動・集積されるが,カ ドミウムや銅などの微量重金属が同様の挙動を示すのか分かつてい

ない。特に黒ボク土は,他の土壌と比較してリン酸保持能,腐植含量等の理化学性が大きく異な

るため,微量重金属が異なる移動,集積をすることが予想される。このセミナーでは黒ボク土と

非火山灰性土壌中の微量重金属含量・分布の特徴や傾向について報告する。

水田土壌における水分環境とその土壌生成的役割及び分類について

Moisture Rcgime alld lts Pcdogenetic Signiicance in Paddy Soils,and Soil Classiflcation

浜崎忠雄 (農業環境インベントリーセンター長)

低地水田土壌の地下水位は,従来言われてきたグライ層の出現位置でなく,む しろ斑鉄形成の

下限と密接な関係がある。この結果から低地水田土壌の断面形態と最低地下水位,平均地下水位

などとの関係を定量的に示す低地水田土壌の水分系列図を描ける。また,低地水田土壌において

還元性の強いグライ層が比較的酸化的な灰色土層に変わるには,最乾燥時における気相率が,粘

質土層の場合は 3.5%以上になること,3.5%未満の場合は気相率に応じて含水比が一定割合以

下になること,砂質土層の場合は 5%以上になることが必要である。さらに,灌漑水の浸透形態
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には開放不飽和浸透と飽和浸透の大きく二つの形態があるが,砂質で地下水位の低い灰色～褐色

低地土および粘質でも構造のよく発達した台地上の黄色土では前者を,その他の土壌では後者を
取る。不飽和浸透帯と砂質土壌の褐色土層や粘質土壌の構造のよく発達した黄色土層はほぼ一致

する。降下浸透量の大きい土壌は鉄・マンガンの集積層がよく発達する。灌漑期や非灌漑期の地

下水位と灰色土層 (Cg層 )の生成との間および土層の乾燥の程度と灰色化層 (疑似グライ化
層)や鋤床層の生成との間には密接な関係がある。

従来の農耕地土壌分類は,農業生産力の評価を主目的として作られてきたが,土壌の基本分類
としての位置をより明確にし,環境保全・管理などの農業生産以外の場面にも活用できるよう,
より包括的で,ま た,最近の土壌生成論的研究や国際的な土壌分類の飛躍的発展の成果を取り入
れた新土壌分類体系 (農耕地土壌分類第 3次改訂版)を 5年間の検討を経て確立した。

第 4回  12月 10日

OECD専門家会合に出席して感じたこと一インベン トリー研究との観点から一
A Perspective Of the Natural Resourccs lnventolり ‐from a Lesson Learned from the OECD Expcrt

Mceting

大倉利明 (土壌分類研究室 )

2002年 10月 15日 から 18日 にかけて,カ ナダのオタワにて開催された経済協力開発機構

(OECD)の土壌有機体炭素に関する専門家会合に出席した。その会合の概要と当該課題に対する

OECDの取り組みを報告する。

なお,本会合でとりまとめられた提案は,H月 中旬には提案書の体を整え,12月 16日 ～ 18
日にパリで開催される合同作業部会 (ⅣP)で検討される。また,それぞれの発表原稿は 12月 初
めまでに修正を行い,OECDの Webサイ トで公表する。会合のプロシーディングは,2003年の
早期にカナダ農業・食料省と OECDの 合作で出版する。また,当指標は,2004年早期に出版予
定の農業における環境指標 第 4巻の一つの章として掲載されることになる。

第 5回 2月 19日

タイにおける貯蔵害虫の天敵相について

Fauna of Natural Enclnies of Stored‐ Product Pests in Thailand

中谷至伸 (昆虫分類研究室)

高温多湿な東南アジアでは,穀類の収穫後の損失は 20～ 30%以上と推定されるが,経済的事

情から管理の行き届いた貯蔵施設の導入は困難である。そこで,導入可能な損耗低減技術として ,
簡易小規模な乾燥保全技術と生物的防除を中心とする保蔵技術の開発が課題となっている。本調

査は捕食性天敵による貯蔵害虫の生物的防除への基礎情報の提供および捕食性天敵の同定方法の

確立を目的として,タイ国内各地の精米工場や籾貯蔵庫において,貯蔵害虫の捕食性天敵を見つ

け採りする方法で行われた。その結果,捕食性カメムシ類 4科 12種および寄生蜂 7科 32種が確

認された。その中で特に重要と考えられるものについて紹介する。なお,本調査は国際農林水産

業研究センターの「東南アジアにおける穀類のポス トハーベス トロス低減技術の開発」プロジェ

クトの一環として行われたものである。
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インベントリーフレームの構築について

Construction of lnvcntory Frallle

封馬誠也 (微生物分類研究室)

演者が所属する農業環境インベン トリーセンターの共通のテーマには「インベントリーフレー

ムの構築」があげられているが,こ の「フレーム」や 「フレームの構築」という言葉に対する研

究者の考えは,必ずしも一致していないのが現状である。そこで,こ のセミナーでは,データベ

ースにおける用語や,「 リレーショナルデータベース」等について簡単に紹介をするとともに,

「フレーム」という概念についての整理を行う。さらに,農業環境インベントリーセンター内の

各研究者から集めた各種の意見を基に,当センターで取り組むべき「フレームの構築」について

いくつかの提案を行 う。「フレームの構築」については,必ずしも定義はなく,当センターなり

の定義を行うこと,さ らに,それに基づいて,常に全体を意識しながら各種データベースの作成

を行うことなどが重要である。

第 6回  3月 20日

日中韓国際ワークショップ予行演習 2題

(詳細は本 ワークショップのプロシーディングを参照 されたい)

日本における土壌インベン トリーの構築とその利用

Consttuction of Soil lnvcntow and lts I」 tilization in Japan

小原 洋 (土壌分類研究室)

農業環境技術研究所における昆虫インベン トリーの構築とその利用

Constmction of lnsect lnventow and lts UtilizatiOn lrl NIAES of Japan

安田耕司 (昆虫分類研究室)
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研究課題一覧

研究の柱 (A:B:C)
研究課題

(大課題 :中課題 :小課題 :実行課題 ,

分担・法人プロ課題等を含む)

予算区分 研究

期間

担 当研等

G:グループ

U:ユニット

T:チーム

担当者

農業生態系の持つ自然循環機能に基づいた食

料と環境の安全性の確保

1)環境負荷物質の動態解明と制御技術の開発
(2)カ ドミウム等微量元素の土壌集積経路
及びイネ・ ダイズ子実への移行過程の解明

① カ ドミウム等の土壌中における存在形
態と吸収抑制機構の解明

4 土壌中における微量重金属の移動分
布の解明

土壌環境基礎調査を基に玄米中ヵド

ミウム濃度 と土壌理化学性 との関係解明

2)人為的インパク トが生態系の生物相に及ぼ
す影響の評価

(1)遺伝子組換え生物による生態系かく乱
機構の解明と影響評価手法の開発

① 組換え体作物の栽培が農業生態系にお
ける生物相に及ぼす影響評価並びに導入

遺伝子の拡散に関する遺伝学的解析手法

の開発 と遺伝子拡散の実態解明

1 組換え作物の長期栽培による環境ヘ

の影響モニタリング

3)農業生態系の構造と機能の解明
(3)農業生産活動が農業生態系の生物群集
の構造と多様性におよぼす影響の評価

① スルホニルウレア系水田除草剤施用が水田周辺
の植物群落に種多様性におよぼす影響

環・公害防

止 [微量重

金属 ]

高度化事業

[カ ト
゛
ミウムリスク

予測 ]

農・バイテ

ク先端技術

[組換え体

産業化 ]

1612

1614

土壌分類研

土壌分類研

昆虫分類研

組換え体 T

植生生態 U

昆虫 G長

微生機能 U

中井 信
戸上和樹

中井 信
戸上和樹

安田耕司

-53-



付録 (平成 14年度):研究課題一覧

研究の柱 (A:BiC)
研究課題

(大課題 :中課題 :小課題 :実行課題 ,

分担・法人プロ課題等を含む )

予算区分 研究

期間

担 当研等

G:グループ

U:ユ ニット

T:チ ーム

担当者

水系ネットワークの変動が生物多様性に及

ぼす影響の解明と変動モテ
゛
ルの開発

地球規模での環境変化 と農業生態系との相互

作用の解明

2)農 業が地球環境に及ぼす影響解明と対策技
術の開発

(3)人 間活動に伴 う環境変動が農業生態系
における物質循環及び空間構造の特性に及

ぼす影響の解明

④  中国における砂漠化に伴 う環境資源変
動評価のための指標の開発

1 パキスタンにおける砂漠化プロセス
の解明と指標化に関する研究

生態学・環境科学研究に係る基礎的・基盤的

研究

3)農 業環境資源情報の集積
(1)農 業環境資源の分類・ 同定及び機能の

解明に基づくインベントリーフレームの構築

1 農業環境インベン トリー構築に係わ
るデータベースの作成

農業環境インベ ン ト

る標本作製・保存

リー構築に係わ

① 土壌の分類 と機能の解明及びインベ ン

リーのためのフレームの構築

環 境 研 究

[自 然共生 ]

環 0地球環

境総合 [砂

漠化 ]

所 0法人プ

ロ [連携 ]

所 。法人プ

ロ [運営 ]

14‐ 18

13‐ 15

14

14

昆虫分類研

植生生態 U

景観生態 U

個体生態 U

土壌分類研

土壌分類研

昆虫分類研

微生分類研

微生機能 U

土微利用 U

土壌分類研

昆虫分類研

安田耕司

中谷至伸

中井 信

大倉利明

安田耕司

他 2名

封馬誠也

他 3名

中井 信
他 3名

安田耕司

他 2名
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研究の柱 (A:B:C)
研究課題

(大課題 :中課題 :小課題 :実行課題 ,

分担 0法人プロ課題等を含む )

予算区分 研究

期間

担 当研等

G:グループ

U:ユ ニット

T:チ ーム

担当者

機能に基づく土壌分類の体系化 と土

壌インベン トリーのためのフレームの

構築

土壌資源情報統合シネテムの開発

3 流域圏土壌資源評価のための情報シ
ステムの開発

所蔵 タイプ標本等のデータベース化及

びインベントリーのためのフ レームの構築

1 所蔵 タイプ標本のデー タベース化 と
昆虫イ ンベ ン トリーのためのフ レーム

の構築

主要イネ科植物に常在す る微生物相の

分類・ 同定 と機能の解析及びイ ンベ ン ト

リーのためのフ レームの構築

1 イ_ネ 科植物 における常在微生物の所
在 ,特性及び遺伝情報のデータベース

化 とイ ンベ ン トリーのためのフ レーム

構築

)昆 虫・微生物の収集・特性評価 とジー
ンバ ンク登録

1 昆虫ジーンバ ンク

微生物 ジーンバンク

②

③

運営費交付

金

農・総合研

究 [協調 シ

ステム ]

イニシアティフ
゛

[自 然共生 ]

運営費交付

金

運営費交付

金

農・ ジー ン

バ ンク事業

[昆 虫ジー

ンバンク ]

農 ,ジ ー ン

バ ンク事業

[微生物 ジ

ーー ン バ  ン

ク ]

13‐ 17

13‐ 17

14-18

13-17

13-17

12‐ 17

60¨ 17

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

昆虫分類研

微生分類研

中井  信
他 3名

中井 信
小原 洋
大倉利 明

大倉利 明

他 3名

安田耕司

他 2名

封馬誠也

他 3名

安田耕司

他 2名

封馬誠也

他 3名

|
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儡 峰義11年1農 )

(2)査読論文

研究成果の発表

(1)特許
特許名 取得者 特許番号 取得

年月

リゾプス属糸状菌のポ

ツロナーゼおよびポリ

ロナーゼ遺伝子

ラ

」ク

ガ

ラ

リ

ガ

ク

ツ

吉 田重信 ◆鈴木文彦

月星隆雄・篠原弘亮

封馬誠也

特許出願 (特

願 2002-173068)

2002.

6

表  題 著者 発表誌名

(出版元 )

巻

号
一。ヘ
ジ

発行

年月

水保全機能評価のための上壌の

類型化

浜崎忠雄・小原 洋
加藤邦彦・松森堅治

中井 信

日本土壌肥料学

雑誌

73(3) 271-

278

2002.

6

土壌生成・分類 中井 信 0東  照雄 日本土壌肥料学

雑誌

73 662-

667

2002.

10

土地分類利用 と景域評価 中井 信・松森堅治 日本土壌肥料学

雑誌

667‐

669

2002.

10

帆崎川小流域における土壌類型

の分布 と水保全容量、

浜崎忠雄・小原 洋
加藤邦彦・松森堅治

中井 信

日本土壌肥料学

雑誌

73(3) 279‐

285

2002.

6

農薬施用の異なる水田の畦畔に

おけるカメムシ群集の多様性

中谷至伸・石井実 日本応用動物昆

虫学会誌

46(2) 92‐

96

2002.

5

Effect of N-formylloline on the

survival of Sawtoothed Grain Beetle,

O ryzaeph i I us sur i namensi s

(-innaeus)(Coleoptera: Silvanidae)

Akinori Nishi, Keiichi
Takahashi, Kiyotaka
Koyam4 Shin-ichi

Yoshimatsu, Michael

Christensen

Entomological

Science

287‐

289

2002.

9

A rcmarkablc ncw spccics of thc

gclllls iリルゴ″″α from Papua Ncw

Guinca(Lcpidoptctt Noctuidae,

Hadcnillae)

Shin-ichi Yoshima6u Transactions of the

Lepidopterological

Society of Japan

54(1) 5‐ 10 2003.

1

芝草地に発生するクシナシスジ

キ リヨトウの形態および生態学

的特徴に関する研究

廣森創 0合 田光太郎・

吉松慎一・十 日出正美

芝草研究 31(2) 128-

131

2003.

3

Factors affecting dose resporse

curye of clubroot disease caused by

P I asmo di ophora b ras si cae

Hiroharu Murakami, Seiya

Tsushima. Yukiko
Kuroyanagi, Yoshihiro

Shishido.

Soil Science Plant

Nutrition

48(3) 421-

427

2002.

4

Reduction of resting spore density of
P lasmodiophora brassi cae and

clubroot disease severity by liming

Hiroharu Murakami, Seiya

Tsushim4 Yukiko
Kuroyanagi, Yoshihiro

Shishido

Soil Science Plant

Nutrition

48(5) 685-

691

2002.

5

Ecological characteristics and

biological control of rnulberry

anthracnose

Shigenobu Yoshida, Akira

Shirata, Syntaro Hiradate

JARQ

(Japan Agricultural

Research

Quarterly)

36(2) 89‐

95

2002.

5
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Aromatic substances inhibiting

wheat powdery mildew produced by

a fungus detected with a new

screening method for philloplane

funei

Motoo Koitabaslu,

Masataka lwano, Seiya

Tsushima

Jounlal of Gcncral

Plant Pathololy

68(2) 183‐

188

2002.

5

Shoot blight and leaf spot of
blueberry anthracnose by

C ol I e totri chum acu tatum

Slligenobu Yosllida,Takao

Tsukiboslli

Joun旺■of Gcncral

Plant Pathology

68(2) 246‐

248

2002.

9

E印′″′α chッsa77ル
`″
メによるツル

ムラサキ軟腐病 (新称 )

加藤智弘・菅野博英

篠原弘亮・佐藤賢治

北 日本病害虫研

究会報

70‐

73

2002.

11

秋田県で発生 したアスパラガス

軟腐病(新称 )

藤井直哉・篠原弘亮 0

塩谷純一朗 0佐山 玲 0

深谷富夫・西山幸司

北 日本病害虫研

究会報

８０
．　

８４

2002.

11

福島県で発生 したモモ急性枯死

症状と病原細菌の検討

菅野英二・佐藤恵造 0

篠原弘亮 0佐々木正剛

北日本病害虫研

究会報

137‐

140

2002.

11

Mulberry anthracnose antagonist

(iturins) produced by Bacilus

amynoliuefociens

Syuntaro Hiradate,

Shigenobu Yoshida,

Hajime Sugie, Hiroshi

Yada- Yoshiharu Fuiii

Phytochemistry 61 693¨

698

2002.

12

Mycetophagy in Filenchus misellus

(Andrasqy, 1958) Lownsbery &
Lownsbery, 1985 Q.{ematoda:

Tylenchidae), with notes on its

momhology

Hiroaki Okada, Takao

Tsukiboshi. Ikuo Kadota

Nematology 4(7) 795‐

801

2002.

12

Colletotrichum boninen.re sp. nov.

isolated from various plants in Japan.

JollJl NIIoriwaki,Toyozo

Sato、 Takao Tsukiboslli

Mycoscience 44(1) 47-

53

2002.

12

Grouping of Colletotrichum species

in Japaq on rDNA sequences

Jouji Moriwaki,Takao

Tsukiboshi. Tovozo Sato

Journal of General

Plant Patholosy

68(4) 307‐

320

2003.

1

お とり植物によるアブラナ科野

菜根 こtit病 の防除効果に及ぼす

フルスルファミド粉斉Jの影響

村上弘治・封馬誠也・

畔柳有希子 0宍戸良洋

日本土壌肥料学

雑誌

74(1) 65‐

68

2003.

1

ク

究

ワ炭疸病の生理 0生態学的研 吉 田重信 農業生物資源研

究所資料

1‐78 2003.

2

インベン トリー 第 2号 (2003)

(3)そ の他の論文等
表  題 著者 発表誌名

(出版元 )

巻

号
一。ヘ

ジ

発行

年月

土壌モノリスデータベース 小原 洋・ 中井 信・戸

上和樹

インベン トリー 19‐

20

2002.

4

土壌モノリス館 小原 洋 。中井 信・戸

上和樹

インベン トリー 1 47‐

51

2002.

4

士壌モノリス作成法改訂版 中井 信・ ガヽ原 洋 インベン トリー 1 21‐

22

2002.

4

土壌の調査分類と土壌図 中井 信 圃場 と土壌 34(8) 6‐ 11 2002.

8

定点調査に見る農耕地土壌の化

学性

小原 洋 圃場と土壌 34(8) 28…

32

2002.

8

土壌一般,編集執筆 中井 信・岩間秀矩 新編土壌物理用

語事典

36-

46

2002.

9
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土壌一般の一部 小原 洋 ,他 新編土壌物理用

語事典

36-

46

2002.

9

データ集 中井 信・小原 洋 新編土壌物理用

語事典

178‐

183

2002.

9

Soils of the Philippines - Paddy

Soils - Volume 2:The soil profile

group II

Toslliaki Oncula Rodclio

caraung,Mario Vilu机

Virgilio Castancda

Soils of the

Philippines -
Paddy Soils -
Volume 2:The soil

profile group II

1-84 2002.

12

ア ンス ロ ソル及び フル ビソル 小原 洋 世界の土壌資源

―入門&ア ト
ラスー

2002.

12

世界の土壌資源 ―入門&ア トラ
スー監訳

太田誠一・吉永秀一郎

・中井 信

世界の上壌資源

―入 Fヨ &ア トラ
ス

2002.

12

我が国の農耕地土壌の実態 中井 信 農業技術 58(1) 25-

29

2003.

1

研究 トピックス :ヤ ガ科害虫 4

グループ類似種の幼生期の識別

法

吉松慎一 イ ンベ ン トリー 8‐9 2002.

4

日本産オオアブラムシ属のチェ

ックリス トおよび種の検索表

宮崎昌久・安田耕司 インベン トリー 29-

30

2002.

4

昆虫標本館 安田耕司 インベン トリー 52‐

56

2002.

4

カンキツグリーニング病を媒介

するミカンキジラミの分布はゲ

ッキツの分布 と一致する

河野勝行・中田唯文・

高橋敬-0小 西和彦 ◆
安田耕司・吉松慎一

国際農林水産業

成果情報

47-

48

2002.

6

ヤガ科害虫 4グループ類似種の

幼生期の識別法

吉松慎一 農環研ニュース 7-8 2002.

7

糞虫の多様性をもたらす放牧草

地の立地環境

井村治・森本信生・佐

々木寛幸 0時坤・吉松

慎一

畜産草地研究成

果情報

99-

100

2002.

8

糞虫の多様性をもたらす放牧草

地の立地環境

井村治 0森本信生 0佐

々木寛幸・時坤・吉松

慎一

共通基盤研究成

果情報平成 13

年度

244‐

245

2002.

8

南西諸島におけるミカンキジラ

ミとゲッキツの分布

河野勝行 0中 田唯文 0

高橋敬一・小西和彦・

安田耕司・吉松慎一

九州沖縄農業

研究成果情報

17

下巻

535-

536

2002.

11

ナガイモの害虫ナガイモコガと

その近縁種

安田耕司 植物防疫 56

(12)

522‐

524

2002.

12

ヤガ科害虫 4グループ類似種を

幼虫や蛹で識別する

吉松慎一 農業環境技術研

究所年報平成 13

年度

(19) 63-

65

2003.

1

Topic 1: Identification of similar

species in 4 groups of Japanese

noctuid (Insecta: Lepidoptera) pests

from their immature stases

Sllin― iclli YoslliIIntsu NIAES Allllllal

Rcport 2001/2002

46-

47

2003.

3

イネ科植物寄生性 B″οレ ,S,

Cν″グル″,α,3v″οカゴル″属菌のオ
フィオボリン毒素産生性

月星隆雄・森脇丈治

吉田重信

インベン トリー 1 3-7 2002.

4
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健全イネでの常在が明らかにな

った Psθνあ″ο″αs力″ jθ″sな の再

分類

篠原弘亮・封馬誠也 。

月星隆雄 0吉 田重信・

西山幸司 0門 田育生

インベン トリー 1 10-

11

2002.

4

微生物標本館 封馬誠也・月星隆雄

吉 田重信・篠原弘亮

インベン トリー 1 57-

58

2002.

4

第 13回 オース トラリア植物病

理学会大会に参加 して

吉田重信 土と微生物 56(1) 55‐

56

2002.

4

クワ炭疸病の発生生態と拮抗細

菌による発病抑制

吉田重信 植物防疫 56 349-

352

2002.

8

イネ葉鞘における細菌相 篠原弘亮 東京農大講義資

料

2002.

11

インベン トリー 第 2号  (2003)

(4)口 頭発表
表  題 著者 発表誌名

(出版元 )

巻

号
一。ヘ
ジ

発行

年月

非火山灰性土壌の重金属含量 戸上和樹・中井信・ガ

原洋

日本土壌肥料学

会講演要旨集

48 94 2002.

4

農耕地土壌の栄養塩類の変動、

定点調査結果 1

小原 洋 0中井 信 0戸

上和樹

日本土壌肥料学

会講演要旨集

48 94 2002.

4

農耕地上壌の有機物 と重金属含

量の変動、定点調査結果 2

中井 信 0小原 洋・戸
上和樹

日本土壌肥料学

会講演要旨集

48 2002.

4

一連の段丘土壌の重金属 戸上和樹・中井 信・ガ

原 洋

日本ペ ドロジー

学会 2002年度大

会講演要旨集

2002.

5

土壌モノリスデータベース 小原 洋・戸上和樹・ 中

井 信

日本ペ ドロジー

学会 2002年 度大

会講演要旨集

26 2002.

5

農耕地上壌の実態 中井 信・小原 洋 日本ペ ドロジー

学会 2002年度大

会講演要旨集

28 2002.

5

土壌生産力評価手法の検討 一

EPICごモデリレと sPcc_
大倉利明 。中井 信 日本ペ ドロジー

学会 2002年度大

会講演要旨集

2002.

5

果樹園の上壌肥沃度変動解析

(約 40年 の変化 )

梅宮善章・小原 洋 0中

村ゆり・増田欣也

日本土壌肥料学

会関東支部会講

演要旨集

7 2002.

9

Construction of soil inventory and its

utilization in Japan

Hiroslli ObttL Toslliaki

Ohkutt Ka2五 ki Togalni,

Makoto Nak江

Proceedings of
Intemational

Workshop on

Material

Circulation through

Agro-Ecosystems

in East Asia and

Assessment of its
Environmental

Impact

69-

70

2003.

3

イラクサギンウワバの多発生と

薬剤感受性

人瀬順也・宇高信一郎
・安田耕司・吉松慎一

関西病虫害研究

会報

44 80 2002.

5

-59-



臭化 メチル代替薬剤 (ク ロル ピ

ク リン・ D―D斉J)が 土壌動物に
及ぼす影響―特に土壌 自活性線

虫類 。ダニ類・ トビムシ類につ

いて一

一澤圭・荒城雅昭 0遠

藤正造・安田耕司

第 25回 日本土

壌動物学会大会

講演要旨集

2002.

5

芝草地に発生するクシナシスジ

キリヨトウの形態および生態学

的特徴に関する研究

廣森創・吉松慎一 。廿

日出正美

芝草研究 52-

53

2002.

6

カス ミカメムシ科 (半翅 目)の
半翅鞘表面にみ られる微細構造

について

中谷至伸 本昆虫学会第

回大会

日

62

2002.

9

日本本上で発生 したヤガ科新害

虫クシナシスジキ リヨ トウ

吉松慎一 。廣森創・廿

日出正美

日本昆虫学会第

62回 大会講演要

旨

2002.

9

食菌性のヤガ類について 吉松慎一・仲田幸樹 本鱗翅学会第

回大会講演要

日

４９

』
日

2002.

11

シイタケの害虫となったムラサ

キアツバ (鱗翅 日, ヤガ科 )
吉松慎-0仲 田幸樹 日本昆虫学会関

東支部第 40回

大会

2002.

12

ヤガ科新害虫 3種の日本本土で
の確認 と発生実態

吉松慎一・廣森創・廿

日出正美・人瀬順也・

宇高信一郎・仲田幸樹
0安 田耕司

第 47回 日本応

用動物昆虫学会

大会講演要 旨

2003.

3

圃場に処理 された D‐ D或 いは
クロル ピクリン剤の上壌動物に

対する影響

遠藤正造・安田耕司・

一澤 圭・小原裕三・
堀尾剛・大津和久 0石

原悟

農薬学会 28回

大会講演要旨

117 2003.

3

Construction of insect inventory and

its utilization in NIAES of Japan

Ktti Yasuda,Sllin― iclli

Yosllillntsu,Yukillobu

Nakatalli

Proceedings of
International

Workshop on

Material

Circulation through

Agro-Ecosystems

in East Asia and

Assessment of its
Environmental

Impact

71‐

72

2003.

3

栽培マメ類に寄生する日本産

レο協ッεθs属 さび菌の分類学的再
検討

鍾 文金・月星隆雄・柿

鳥 具

平成 14年度 日

本菌学会関東支

部年次大会講演

要旨集

2002.

5

日本産植物炭疸病菌の rDNA領
域塩基配列に基づいた分子系統

解析 (予報 )

森脇丈治 0月 星隆雄

佐藤豊三

日本植物病理学

会報

68(2) 193 2002.

8

マイクロサテライ トマーカーを

用いた PCRに よる Ncoサ phOdium
エ ン ドファイ トの検出 と識別

菅原幸哉・井上達志

雑賀 優・中島 博
貫忠幸・榎本 敬・
星隆雄・大久保博人

御子柴義郎

島

月

日本植物病理学

会報

68(2) 193 2002.

8

付録 (平成 14年度):研究成果の発表
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インベン トリー 第 2号 (2003)

アブラナ科野菜根 こぶ病菌の宿

主植物 との純粋共存培養系の確

立

浅野貴博 0山 田朋宏・

蒲池伸一郎 0萩尾高志

・封馬誠也・ 田部井豊

日本植物病理学

会報

68(2) 2002.

8

ァィファレンシャルディスプレ

イ方によるアブラナ科野菜の根

こぶ形成時に宿主および根こぶ

病菌が発現する遺伝子の解析

山田朋宏・浅野貴博・

蒲池伸一郎 0萩尾高志
・封馬誠也・ 田部井豊

日本植物病理学

会報

68(2) 2002.

8

健全イネ葉梢から分離される細

菌の個体群構造

封馬誠也 0篠原弘亮・

塩谷純一朗・吉田重信

・月星隆雄

日本植物病理学

会報

68(2) 256 2002.

8

Rhizopus oryzae produces

macerating enzymes in infected

mulbery roots

Shigenobu Yoshida, Shlnji

Tsuyumq Takao

Tsukibboshi, Hirosuke

Shinohara. Seiva Tsushima

Phytopathology 92(6) S89 2002.

8

Taronomic revision of Uromyces

species on cultivated legumes in

Japan

Chllng Wen‐ HsL Taka0

Tsukiboshi,Makoto

Kakisllillla

Book of Abstracts

of the 7th

lntcrnational

Mycological

Congrcss

2002.

8

Antimicrobial compounds inhibiting

bulberry anthracnose produced by

B aci I lu s amyl o li quefac i e ns

Shigenobu Yoshida,

Syntaro Hiradate, Kiyotaka

Hatakeda Akira Shirata,

Yoshiharu Fuiii

Third World
Congress on

Allelopathy

Abstracts

242 2002.

8

トウモロコシ北方斑点病菌 レー

ス間交配後代集団を用いた連鎖

地図の作製

菅原幸哉 0月 星隆雄・

大久保博人・島貫忠幸

・御子柴義郎

畜産草地研究成

果情報

1 115-

116

2002.

8

酸性フクシン染色を用いたエン

ドファイ トの光学顕微鏡による

検出法

大久保博人・菅原幸哉
0月 星隆雄・島貫忠幸

・御子柴義郎

畜産草地研究成

果情報

1 143‐

144

2002.

8

アブラナ科野菜根こぶ病の DRC
に基づく防除

村上弘治 。封馬誠也

佐藤 剛・宍戸良洋
2002年度 日本土

壌肥料学会関東

支部大会講演要

旨集

25 2002.

9

アブラナ科野菜根 こぶ病に及ぼ

す有機質資材の影響

村上弘治・封馬誠也 `

畔柳有希子・佐藤 岡J

宍戸良洋

土 と微生物 56 2002.

10

И′た
“
α″Jα αlternα″ (FHcs)Keisslcr

によるリン ドウ黒斑病の発生

(新称 )

猫塚修一・漆原昌二

勝部和則 0月 星隆雄

日本植物病理学

会報

69(1) 27 2002.

10

イネ科植物か ら分離 した

Gガ
`′

θ″J6・A″″ grα″′″たοわの形態

と分子分類

森脇丈治・月星隆雄

吉田重信 。佐藤豊三

日本植物病理学

会報

69(1) 47 2002.

10

イネ葉鞘における細菌相 篠原弘亮・塩谷純一朗

・封馬誠也 。吉田重信

・月星隆雄

植物微生物研究

会第 12回研究

交流会講演要旨

集

54…

55

2002.

10

Psθ雄わ″ο′αsソ′″〃ノ開 によるク

ルスマスローズ黒斑細菌病(新
不均マ)

佐山 玲 0篠原弘亮・
塩谷純一朗・藤井直哉

北 日本病害虫研

究会報

312 2002.

11
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Genetic variation of Uromyces

species on cultivated legumes in
Japan

Chung Wen-Hsiq Takao

Tsukiboshi, Makoto

Kakishima

Book of Abstracts

of the 3rd

Asia-Pacific

Mycological

Congress on

Biodiversiq' and

Biotechnolow

2002.

11

R力′z9μsοリレ″θ
`Dマ

″‐セレーシ ョ

ン酵素生産性

吉田重信・露無慎二

月星隆雄・篠原弘亮

封馬誠也

日本植物病理学

会報

68(6) 161 2002.

12

健全イネ葉梢から分離 された細

菌の 16S rDNAに よる分類学的

検討

篠原弘亮 0塩谷純一朗
・封馬誠也・吉田重信
0月 星隆雄

日本植物病理学

会報

68(6) 256 2002.

12

Grouping of bacteria and fung
isolated from rice panicles in a
paddy field

Seiya Tsushima, Shigenobu

Yoshid4 Hirosuke

Shinohara, Jnichirou Enya,

Takao Tsukiboshi

Abstract

lntemtional

Congress of Plallt

PttlloloⅣ

89 2003.

2

Grouping of bacteria and fungr

isolated from leaf sheaths of intact

plants

Hirosuke Shinohara

Junichirou Enya, Seiya

Tsushim4 Shigenobu

Yoshida- Takao Tsukiboshi

Abstract
International

Congress of Plant

Patholoey

89 2003.

2

沖縄県で採集 した暖地型牧草の

新病害とその病原菌

月星隆雄・鍾 文金
吉田重信・小林 真

日本草地学会誌 49 324-

325

2003.

3

(5)データベース
データベース名 作成者 作成

年

Bグ″腸οル ガα θψαε,α および近縁

相lDB
土屋健 -0封 馬誠也 2003.

1

芳香族塩素化合物 (2,4-D)分解菌

DB
長谷部亮・酒井順子

小川直人・封馬誠也

2003.

1

日本野生植物寄生・共生菌類 目

鋼t DB

月星隆雄 0吉 田重信・

篠原弘亮・封馬誠也

2002.

12

日本産糸状菌類図鑑 月星隆雄・吉田重信

篠原弘亮・封馬誠也

2002.

12

飼育昆虫・ダニ類データベース 望月淳・望月雅俊・屋

良佳緒利 0松井正春 0

上沢正志

2003.

2
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縣1縁指拠
=i■

度)

(1)国外での国際研究集会

(2)国外での調査研究等

研究協力・交流

氏  名 所  属 開催国 活動内容 期  間 備  考

中井 信

大倉利明

封馬誠也

篠原弘亮

吉田重信

土壌分類研

土壌分類研

微生物分類研

微生物分類研

微生物分類研

タイ

カナダ

ニュージーラ

ン ド

ニュージーラ

ンド

アメリカ

第 17回国際土壌科学

会議に出席,発表
OECD土壌有機態炭
素に関する専門家会

合に出席,発表
国際植物病理学会参

加,発表
国際植物病理学会参

加,発表
アメリカ植物病理学

会参加,発表

14.8.14～ 8.28

1410.14～10.20

14.2.1～2.8

14.2.1～2.8

14.7.27～ 7.31

研究推進費

研究推進費

研究推進費

研究推進費

研究推進費

氏  名 所  属 調査国 活動内容 期  間 備  考

中井 信

大倉利明

中谷至伸

土壌分類研

土壌分類研

昆虫分類研

パキスタン

フ ィ リピン

タイ

塩類化土壌評価モデ

ルのためのパラメー

ターの収集

フィリピン国マージ

ナルラン ドの生産及

び環境管理計画中間

評価団土壌肥料担当

調査員

タイにおける貯蔵害

虫の天敵本目の解明

14.10.25～11.4

15.1.13～ 1.25

14.10.21～ 11.19

地球環境

国際協力事

業団

国際農林水

産業研究セ

ンター

(3)国際研究協力

氏  名 所  属 受入研究室 研究課題 期  間 備 考

Dr.K.

Novakova

Ms.X.P.C.

AltamiranO

スロヴァキア

ニカラグア

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類 ,イ ンベン

トリー

土壌分類

14.11.18

15.1.30

国際協力事

業団

国際協力事

業団
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(4)依頼研究員

氏  名 所  属 受入研究室 研究課題 期  間

菅野英二

前川和正

後藤新一

伏見典晃

福島県果樹試

験場

兵庫県農業技

術センター

山形県病害虫

防除所

静岡県柑橘試

験場

微生物分類研

微生物分類研

微生物分類研

微生物分類研

果樹から分離される細菌の同定技

術の習得と分離細菌の有効利用法

の検討

アブラナ科軟弱野菜から分離され

る微生物の同定とその有効利用に

関する研究

果樹から分離される微生物の分離

・同定

ミカン葉上の微生物の分離同定技

術習得及び有効利用法開発

14.9.2～ 11.29

1～ 12.27０

　

　

　

　

　

　

１

　
　
　
　
２

４

　

　

　

　

　

　

４

　

　

　

４

1～ 12.27

1～ 15.2.28

付録 (平成 14年度):研究協力 :交流

(5)技術講習生

氏  名 所  属 受入研究室 研究課題 期  間

塩谷純一郎

安達理恵

吉田優二

東京農業大

千葉大学

横浜植物防疫

所 (成田)

微生物分類研

微生物分類研

昆虫分類研

微生物の分類・同定

ムギ類等の葉上微生物の分類・同

定

ヤガ科の同定に関する技術習得

14.4.1～ 15.3.31

14.4.1～ 15.3.31

14.8.1～ 15.2.28

(16日 間 )

(6)講師派遣等

氏  名 所  属 講師派遣の内容 期  間 依頼者

中井 信

中井 信

中井 信

中井 信

中井 信

中井 信

小原 洋

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

平成 13年度集団研修 「飼料作
物生産・利用技術コース」

平成 13年度中国・四国ブロッ
ク土壌保全対策事業成績検討会

平成 13年度東北・北海道地域
土壌保全対策事業成績検討会

平成 13年度関東・東海地域土
壌保全対策事業成績検討会

第 6回農林水産省統計情報部と

農業環境技術研究所との交流会

平成 14年度環境保全型農業・
土壌保全対策全国会議

平成 13年度東海近畿ブロック

土壌保全対策事業成績検討会

14.5.14～ 5.15

14.6.5～6.6

14.6.12～ 6.13

14.7.17～ 7.18

15.2.7

15.2.14

14.6.13～ 6.14

家畜改良センタ

農水省生産局農

産振興課

農水省生産局農

産振興課

農水省生産局農

産振興課

農水省統計情報

音β

農水省生産局農

産振興課

農水省生産局農

産振興課
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(7)外部委員会委員等

(8)学会委員等

インバン トリー 第 2号 (2003)

氏  名 所  属 講師派遣の内容 期  間 依頼者

小原 洋

大倉利明

大倉利明

封馬誠也

篠原弘亮

封馬誠也

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

微生物分類研

微生物分類研

微生物分類研

平成 13年度北陸ブロック土壌

保全対策事業成績検討会

平成 14年度ЛCA(集団)土壌
診断環境保全コース

土壌肥料若手の会

アブラナ科野菜における総合的

病害虫管理 (IPM)にする成果

植物病理学特論の講義

講演「微生物の探索と収集 :そ

の重要性と将来方向」

14.7.4～7.5

14.8.1

14.8

14.10.9～ 10.10

14.11.28

15.2.21～ 2.22

農水省生産局農

産振興課

国際協力総合研

修センター土壌

肥料若手の会

東北農業研究セ

ンター

東京農業大学

静岡県植物防疫

協会

氏  名 所  属 委嘱・応嘱先 委嘱・応嘱名 期  間

中井 信

中井 信

中井 信

中井 信

大倉利明

封馬誠也

封馬誠也

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

微生物分類研

微生物分類研

(財)日 本土壌協会

農林水産技術会議事

務局

農林水産技術会議事

務局

生物系特定産業技術

研究推進機構

国立環境研

(独)食品総合研究
所

植物防疫に関する技

術連絡会議委員

土壌・施肥管理システム開

発委員会,委員
デジタルアーカイブ作業部

会,部会員
農林水産研究計算 0情報セ

ンターシステム整備計画策

定ワーキンググループ,構
成員

生物系特定産業技術研究推

進機構出・融資課題審査専

門委員

客員研究員

組換えDNA実験安全委員
会委員

農林水産省生産局植物防疫

課

14.6.4～ 18.3.31

13.2～

14.2～ 14.5

14.6～ 16.3

14.10～ 15.3

13.6.28～ 15.3.31

14.4.1～ 15.3.31

氏  名 所  属 学会名 委員等名 期  間

中井

中井

中井

中井

小原

信

信

信

信

洋

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

土壌分類研

日本土壌肥料学会

日本土壌肥料学会

日本ペ ドロジー学会

日本ペ ドロジー学会

日本ペ ドロジー学会

第 5部門長

欧文誌編集委員

編集幹事

評議員

幹事

14.4.8～ 15.3.31

12.10.1～ 16.3.31

14.4～16.3

14.4～16.3

14.4～ 16.3
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氏 名 所  属 学会名 委員等名 期  間

小原 洋
封馬誠也

封馬誠也

封馬誠也

月星隆雄

月星隆雄

月星隆雄

吉田重信

安田耕司

吉松慎一

中谷至伸

土壌分類研

微生物分類研

微生物分類研

微生物分類研

微生物分類研

微生物分類研

微生物分類研

微生物分類研

昆虫分類研

昆虫分類研

昆虫分類研

森林立地学会

日本土壌微生物学会

日本植物病理学会

日本植物病理学会

日本植物病理学会

日本草地学会

日本草地学会

日本植物病理学会

日本応用動物昆虫学

会

日本応用動物昆虫学

会

日本昆虫学会

会計監査委員

編集委員
バイオコン トロール研究会

幹事長

病害生態研究会幹事

病名委員

用語委員

日本草地学会大会運営委員

事務局庶務幹事

農林有害動物・昆虫名鑑編

集委員会委員長

農林有害動物・昆虫名鑑編

集委員会委員

電子化推進委員会委員

14.4～16.3

14.4.1～ 14.12.31

14.4.1～

14.4.1～

14.4.1～

14.4.1～

14.4.1～ 15.3.26

14.4.1～

13.5～

13.5～

13.4～

(9)同定依頼・技術相談等

件  名 受入研究室 件  数 標本数
(菌株数 )

種  数

世界 と日本の土壌分類・特性等に関する相談

昆虫同定

昆虫の学名・種名・文献等に関する相談

微生物同定

微生物の分類・同定・文献等に関する相談

土壌分類研

昆虫分類研

昆虫分類研

微生物分類研

微生物分類研

11

57

18

38

37

３

　

　

　

６

４

　

　

　

２

２

　

　

　

１

94

(10)そ の他

件  名 受入研究室 期  間 備 考

サイエンスキャンプ 土壌分類研 14.8.21～ 8.23 4人
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抑 :離14年度)

在職者とその動き

氏  名 所  属 役  職 備 考

浜崎忠雄

上沢正志

中井 信
小原 洋
大倉利明

戸上和樹

増田康代

渡辺寿美子

安田耕司

吉松慎一

中谷至伸

松村 雄
宮崎昌久

井澤員知子

飯塚明紀

坂本武弘

封馬誠也

月星隆雄

吉田重信

篠原弘亮

今井真千子

鍾 文傘

農業環境イ ンベ

トリーセンター

′ノ

土壌分類研究室

′′

ノノ

〃

〃

〃

昆虫分類研究室

微生物分類研究室

〃

〃

′′

′′

〃

センター長

室長

主任研究官

〃

研究員

非常勤職員
〃

室長

主任研究官

研究員

非常勤職員

′′

〃

〃

′′

室長

主任研究官

研究員
ノノ

非常勤職員
〃

13.4.1 
⌒ψ 14.9.31

14.10.1～

13.4.1-

′′

14.2.1 
⌒V

13.4.1～

′ノ

〃

13.4.1 ⌒V

〃

13.10.1～

13.4.1 ～ 14.10.31

14.4.1～

13.4.1-

14.11.26へ′15.3.31

14.5.9～

13.4.1～

〃

〃

′′

′ノ

′′

(3ヶ 月以上在籍者 )

表彰等 (各種表彰,学位等 )

平成 15年度日本植物病理学会学術奨励賞

吉田重信 (微生物分類研究室 研究員),平成 15年 3月
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